学会選考用書類の追加提出のお願い
～若手(45歳以下)を対象とする学術賞・助成の学会推薦への応募に際して～


若手(45歳以下)を対象とする学術賞・助成の学会推薦への応募を希望する会員には、当該応募書類の他に、本学会による書類選考および推薦に必要な資料として、学会選考用書類（下記①②③ Word/PDF形式）の追加提出をお願いしております。
本学会の募集締切日までにご提出くださいますよう、ご協力をお願いいたします。

記

追加する提出書類：
1 選考申請書（カバーレターになります）
2 選考用追加情報
当該応募書類に次の記載欄がない、または簡略な場合に、提出してください。（計3頁以内）
・履歴
・研究業績
[bookmark: _Hlk46398528]・推薦（応募者本人を良く知る者による）　※推薦文は推薦者が事務局に直接送付する
3 学会推薦に盛り込む下書き材料


提出先：  日本神経科学学会事務局（office@jnss.org）
提出方法：当該応募書類の提出に加えて、
上記の追加書類①②③の電子ファイルをメール送付してください。
②のうち推薦文は推薦者から直接事務局にメール送付してもらってください。

※当該応募書類の原本の取り扱いは事務局にご相談ください。電子媒体のみの場合と
　印刷書類の提出が必要な場合があります。

提出期限：原則として、本学会の募集締切日まで


以上



様式（①選考申請書）若手学会推薦選考用

申請日：　　年　　月　　日
1 選考申請書

日本神経科学学会による学術賞・助成（若手対象）の学会推薦に応募いたします。

応募賞・助成名：（　　　　　　　　　　　）
応募者氏名：（　　　　　　　　　　　　　）


提出書類（□をクリックして☒チェックを入れてください）
☐ 当該賞・助成の応募書類一式
☐ ①選考申請書（本様式）
[bookmark: _Hlk46345288]☐ ②選考用追加情報（計３頁以内）
※当該応募書類に履歴、研究業績、推薦の情報が十分に記載されている場合、
②の提出を省略することができます。
☐ ③学会推薦に盛り込む下書き材料（様式任意）


次の賞の応募／受賞者は、差支えなければ応募／受賞歴を記載してください（任意）。
☐ 日本神経科学学会奨励賞：			応募・受賞（　　　　　　）年
☐ 時実利彦記念神経科学優秀博士研究賞：	応募・受賞（　　　　　　）年



様式（②選考用追加情報）若手学会推薦選考用

計３頁以内（推薦文は別途提出）　
2 選考用追加情報

※当該応募書類に履歴、研究業績、推薦（応募者本人を良く知る者による）の記載欄がない、
または簡略なため、記載内容を充実させたいと応募者が判断する場合に提出してください。
※本様式の履歴欄と研究業績欄の記載には、当該応募書類の相当欄の記載内容をすべて含めて
ください。（双方を突き合わせる必要がないようにしてください。）
※本様式②は、行数や文字サイズを適宜調整して、計３頁以内に収めてください。（推薦文を除く）

☐ 応募者の履歴　※追加項目の□欄にチェックを入れてください。
　・学歴、職歴、学位、その他を記載してください。




☐ 応募者の研究業績
　・論文、学会発表、受賞その他を項目別に記載してください。
　・論文は受理済みに限定し、著者順、誌名、巻号頁、年、原著/総説、査読あり/なしなどを
　　記載してください。IFや引用数などを付記しても結構です。
　・学会発表は、発表者、学会名、場所、年月、口演/ポスター/招待講演などを記載して
ください。




☐ 応募者を良く知る者による推薦
　・応募者を良く知る上司、指導教員、共同研究者など推薦者１名（会員が望ましい）の
氏名、所属、職、メールアドレスを下欄に記載してください。
　・推薦文（A4判1枚、様式任意）は、事務局に直接メール送付してもらってください。
　	推薦者氏名：〔							〕
所属・職：〔							〕
メールアドレス：〔						〕


様式（③学会推薦に盛り込む下書き材料）若手学会推薦選考用


3 学会推薦に盛り込む下書き材料

このたびは、本学会が推薦する学術賞・助成にご応募くださいまして、誠にありがとうございます。この賞・助成の募集では、本学会内の選考を経て本学会が推薦する応募者として正式採用されますと、学会名（または会長名）の推薦文を添えて、本学会から募集団体に応募書類を送付することになります。
しかし、必ずしも学会（または会長）が採用された応募者ご本人をよく知っているとは限りません。そこで、応募者の皆様には、あらかじめ学会（または会長）の推薦書（欄）に本文として盛り込むための「下書き材料」のご提出をお願いしております。


・学会（会長）の立場で客観的に評価できる研究成果や当学会や学会誌への
貢献などを盛り込んでください。
・募集要項にある推薦書（欄）に合わせた字数にしてください。
・本学会への応募時または採用決定後速やかにご提出ください。
・推薦の性質上、最終的に応募者に断りなく改変する場合もあります。
・原則として、本様式③は本学会内の選考には使用いたしません。


＝＝＝＝＝　＜以下、下書き材料の記載欄＞　＝＝＝＝＝






